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取扱説明書 


ヤマノ 、 DVD AUDIO/VIDEO SA - CD プレーヤー 
DVD - S 己已7をお買い上げしすこだきまして、まこと 
にあ0びとラございます。 

■ 本機の優れた性自陡十分に発揮させると共に、永 
年支障なくお使し、し、ただくために、ご使用前にこ 
の取扱説明書と保証書をよくお読みください。お 
読みになったあとは、保証書と共に大切にな管 
し、必要に応じてご利用ください。 

■ な証書は' r お買上げ日' 販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 



























ま全上のごを意(ま全に正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただを、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか5本文をお読みくださし、。 


二の r を全上のごま意 J に書かれている巧客には、お客様び購入された製品に含まれないものも記載されています。 


給表示の例 

A 気をつけなければならない内容を 
表しています。 

たとえば成は「感電注意」をおし 
ています。 


0 


してはいけない行為を表していま 
す。 

たとえば®は r 分解禁止」をおし 
ています。 


必ずしなければならない行為を表 
しています。 

たとえば®は r 電源プラグをコン 
セントから抜くこと」をおしてい 
ます。 


At 

な^^ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定さ 

— 1 れる内容を术していまず。 

を 

プラグを抜く 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか 5 抜く。 

♦異常なにおいや音びする。•煙び出る。 

♦ 内部に水や異物び湿入した。 

そのまま使巧すると、火災や感電の原因とな 0 ます。 

を 

電源コードを傷つけない。 

♦ 重いちのを上に載せない。 ♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

♦ 熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 

芯線びむさ出しのまま使巧すると、火災や感電の原因とな 0 ます。 

嗟 

水め巧 

り 

聲止 

本機を下記の場所には設置しない。 

♦ 浴室•台所•海岸•水辺 ♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 

♦雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入によ 0 火災や感電の原因とな 0 ます。 

接触禁止 

雷びなりはじめた 5 電源プラグには軸れない。 

感電の原因となります。 

分解禁止 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理•調整は販売店にご依頼ください。 

を 

放熱のため本機を設置ずる際には： 

♦布やテーブルク□スをかけない。 参じゅラたん•カー ぺッ トの上には設置しない。 

♦あおむけや横倒しには設置しない。 ♦ 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(かなくとも本機の左も、上、背面各 2 .己 cmLU 上離して設置してください。） 

本機の内部に熱びこわり火災の原因となります。 


安全上のごま意 I 




















をを上のごを意 


A 1 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じまたは重傷を負ラ可能性び想定さ 
れる内容をのしています。 

0 

禁止 

電池を巧電しない。 

電池の破裂や液われにより火災やけびの原因とな 0 ます。 


電池か 5 もれ出た液には直接軸れない。 

ミ夜び目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し 
て < ださい。 

〇 

必ず巧ラ 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を巧頼して 
<ださい。 

そのまま使用ずると火災や感電の原因となります。 

〇 

必ず行ラ 

必ず AC 100 V (50/60 Hz ) の電源電圧で使用ずる。 

それがの電源電圧で使用ずると、火災や感電の原因とな 0 ます。 

〇 

必ず行う 

電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けるとプラグびショートして火災や感電の原因となり 
まず。 

を 

本機のディスクの挿入□にものを入れたり、落としたりしない。 

火災や感電の原因とな 0 ます。 

盛 

手を挟まれない 
よラを意 

ディスクトレイに手を入れ、挟まれないようにま意ずる。 

閉めるとさに挟まれて、けびの原因となることびあります。 

を 

本機の上には、花瓶•植木鉢•コップ•化粧品•薬品•□ウソクなどを置かない。 

♦水や異物び中に入ると、火災や感電の原因とな 0 ます。 

♦接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。 
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まを上のごを意 


♦了 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容お 
/ • よび細損傷のみの発生び縮される酪を示しています。 

を 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒してけびの原因となることびあります。 

を 

直射日光のあたる場所や温度び異常に高くなる場所(暖房機のそばなど)に 
は設置しない。 

本機の外装び変形した0内部回路に悪影響び生じて、火災の原因となることびありま 
す。 

〇 

必ず行ラ 

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小にずる。 

突然大さな音び出て聴力障害等の原因となることびあ0ます。 

處 

プラグを抜く 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントか5巧く。 

火災や感電の原因となることびあります。 

接触禁止 

めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因となることびあ0ます。 

を 

電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ5ない。 

コードび傷つさ、火災や感電の原因となることがあ0ます。 

を 

プラグを抜く 

移動をずるときには本機(または接続器機)の電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

♦機器び落下や転倒してけがの原因となることがあ0ます。 

♦ コードび傷つさ火災や感電の原因となることがあ0ます。 

を 

長時間音が歪んだが態で使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることびあります。 


大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴力障害の原因となることびあります。 
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この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容お 
よび物的損傷のみの発生び想定される内容を示しています。 


〇 

必ず行う 

を 


禁止 

0 


禁止 

0 


禁止 

1 


プラグを抜く 


A 


ま意 

〇 


必ず巧う 

0 


禁止 


電池は極性表示(プラス®とマイナス©)に従って、正しく入れる。 

間違えると破裂や液をれによ0火災やけびの原因となることびあります。 


指定むがの電池は使用しない。また種類の異なる電池や新しい電池と古い電 
池をいっしよに混ぜて使用しない。 

破裂や液われにより乂災やけびの原因となることびあります。 


電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しな 
い。 

電池びショートし破裂や液をれによ0火災やけびの原因となることびあります。 


電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液われにより乂災やけびの原因となることびあります。 


ほこりや湿気のをい場巧に設置しない。 

ほこ0の堆積によ0ショートして、火災や感電の原因となることびあ0ます。 


手入れをずるとさには、必ず電源プラグを抜いて巧ラ。 

感電の原因となることびあります。 


本機はデジタル信号を扱いまず。他の電気製品に障害をあたえるおそれびあ 
りまず。 

それ5の製品とはでさるだけ離して設置してください。 


電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりび堆積して発熱や火災 
の原因となることがあ0ます。 


電源プラグを差し込んだときゆるみびあるコンセントは使用しない。 

感電や発熱‘火災の原因となることがあ0ます。 


安を上のごま意 






まを上のごま意 


/\ 三 この表示を無視して、誤った取扳いをすると、人び傷害を負う可能性び想定される内容お 
い よび物的損傷のみの発生び想定される内容をおしてしほす。 

を 

ひび割れ、変お、または接着剤などで補修したディスクは、使用しない。 

ディスクは機器内で高速回転しますので、飛び散って、けびの原因となることびありま 
す。 

A 

ま意 

環境温度び急激に変化したとさ、本機に結露び発生ずることびありまず。 

結露び発生した場をには、電源を入れない状態でしば5 く放置してください。 

を 

薬物厳禁 

ベンジン•シンナー•合成洗剤等でをふかない。また接点歡舌剤を使用し 
ない。 

が装び傷んだ0、部品び溶解することびあります。 

A 

年に一度く 5いは内部の掃除を,版売店にご依頼ください。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることびあります。 

ま意 

9 

レーザー光源をのぞさ込まない。 

レーヴー光び目に当たると視力障害を起こすことびあります。 


機器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容易に手び届く状態でご使用ください。 


デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なりまず。本機は民生用のデジタルオーディオイ 
ンターフエースに接続ずる目的で設計されていまず。業務用のデジタルオーデイオインターフエース機器との接続は、 
本機の故障の原因となるばかりでなくスピーカーをいためる原因となることびありまず。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。静かな夜間 
にはルさな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わ城ところに迷惑をかけてしまいま 
す。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、 へッ ドホンをご使用になるのを 一つの ち法です。音楽はみんなで楽 
しむわの、お互いにむを配り快適な生活環境を守0ましょう。 



ディスクを無断で複製、放送、公開演奏、レンタルすることは法律により禁じられています。 


電源高周波について:本機は 「J に C 目 1 日日日- 3-2」適合品です。 

JISC 目 1 日日日- 3-2 適を品とは、日本工業規格 r 電磁両立 性 一第 3-2 部:限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当たりの 
入力電流び3 日 下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 


安全上のごま意 V 
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付属品 


すべてそろっているかご確認ください。 
• リモコン 

•単3乾電池 (2 本） 

• 音声/映像ピンケーブル 


再生でをるディスク 


本磯はディスクのレーベル面に下記の Dj マークびついて 
いるディスク（規格に合致しているちの)を再生でさまず。そ 
れ U (がのディスクは、本機の故障やディスクの破損の原因と 
な0まずので使用しないでくださし、。 


^**®*®^^ audio" ^*****^^ video' r RW'. 

榮念邸歷匿議。 

su^uiiocn VIDEO CD し "。削叫 SCD 


3 山 

1 1 

3 山 

1 資 


□VD+ReWrrtable SUPERAUD/O CD 


咖昼旧 




本書内では、下記のマークを使用しています。 


DVD 才ーデイオ 

DVD ビデオ 

ビデオじピ1 


DVD . り 



スーパーオーデイオ CD 

音楽 GD 

MP 3 

式ん C み 




*1 夕互り アイコンはスーパービデオ CD を含みます。 

ごま意 

. 本機はし:!下のディスク、データファイル再生に対応して 
いまず。 

DVD ビデオ、 ビデオ C 日、 スーパービデオ CD 、 DVD 才一 
ディオ' スーパーオーディオ CD 、 音楽 CD の各ディスク。 
CD - R / RW または DVD+R *レ+円!/！//-只/-円 W 铅 に記録された 
MP 3、 WMA . JPEG ' 日 / V )(®3./?/4. x / 日 .X の咨データ 
ファイル。 

*1: DVD 十円は Dual layer に対旅。 

*2: DVD - nW は VR フオ ー7 ット ( CPRM 対応)に対応。 

• C 日-円/円1/1/、 DVD + fVRW はファイナライズされたディス 
クのみ再生でさます。 

. DVD おは、ビデオフ オーマットで 録画され、 ファ イナラ 
イズされた場合のみ再生でさます。 

• DVD 书 W は、ビデオフオーマットまたは VR フオーマッ 
卜で録画され、ファイナライズされた場含のみ再生でさ 
ます。 

♦ 記録状態やディスクの特性によつては、 岳をできなし場含 

びありまず。 

• CD 书 / RW ディスクは信頼性あるメーカーのディスクのみ 
をご使用ください。 

• 八ート型など特殊形状のディスク、ラベルや接着テープが 
張日のでし)る 于ィスク、 表面に多く の傷があるディスクは 
使用しないでください。 

• 本機は 1^:1下のディスクを再生でさません。 

フオト CD 、 CD - ROM 、 DVD - ROM . DVD - RAM 、 

CDV 、 CD 規格がディスクなど。 


• DVD ' ビデオ CD の中には操作や機能が本書の記載と異な 
る場含があります。これはソフト制作者の意図によるちの 
で、 本磯の故障ではありません。詳しくはディスクのジャ 
ケッ トなどの記載ちご覧ください。 

DVD ビデオのリージョンコードについて 

DVD プレーヤーと DVD ビデオディスクにはリージョン 
コード(発売地域ごとに割り当て5れた識別番号）び決めら 
れています。本機では下表のディスクび再生でをます。 
詳しくはディスクのジヤケットなどの記載をご覧くださし、。 


仕向本機の y — ジョンコード 


巧生でをるディスクの 
y —ジョンコード 


曰本 





または I 」ージョンコード2 
も含むリージヨンのディスク 


ディスクのお手入れについて 

ディスクびミちれたとさは、乾いた柔らかい巧で中むからが側 
へ拭いてください。その際、レコードク U —ナーやシンナー 
などを使わないでください。 



蓄作権 


ドルビーラボラトリーズか5の実施権に基 
づさ製造されています。「ドルビー」、 

厂戸円。 LOGIC 」 およびダブル D 記号は、 
ドルビーラボラトリーズの商標です。 

DTS ぉょび DTS Digital Surround 
デジタ) b シアターシステムズの登録商 
標です。 

DivX、DivX Certified および’そのロゴ 
は Di'vX Networks Inc の商標であり、 
ライセンス承諾を得て使用されます。 


本製品は、着作植保護按術を採用しており 、マクロビ 
ジョ ン社及びその他の著作権利ちび保有ずる米国特許及 
ひ’その他の知的財産権によつて保護されていまず。 

この著作権保護巧術の使用は、マク□ビジョン社の許可 
が减要で、 またマク□ビジョン社の特別な許巧がない限 
0家庭用及びその他の一部の視聴用の使用に制限されて 
います。分解したり、改造ずることも禁じられていまず。 


□□ DOLBY 


DIGITAL 



E 23 

SURROUND 
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る部のを敬とはたらを 


フ□ントパネル（本な:前面) 


#YAMAHA W 

-- 

TURAL SQUND DVD AUDIO/VIDEQ SA-CD PLAYER 

STAND か/ ON 


黛 

脚/！:柳 

「置 

口。ル‘の。 1 PL が PAUSE STOP 

1- =。.。 。倫后） 

も 

ぶ 


— 

=* "阳 W 

、 

夕 " 





















め 感 ③® ⑥ 愈®愈 


① STANDBY/ON キー 

本機の電源の入/待機(スタンバイ）を切り誓えます。 
スタンバイ中は、 U モコンか5の赤外線信号を受信する 
ために、少量の電力を消費します。 

(D ディスクトレイ 

再生ずるディスクをセツトしまず。 

③ A OPEN/CLOSE キ - 

ディスクトレイを開閉します。 

(4) DVD-AUDIO インジケーター 

DVD オーディオ信号を検出したとさに点好します。 

SA-CD インジケーター 

スーパーオーディオ CD 信号を検出したとさに点灯し 
ます。 

PROGRESSIVE インジケーター 

プ n グレッシブモードのとをに点口します。 


(D フ□ントパネルディスプレイ 

本機の操作状態を表示します。 

才ーディオダイレクト 

A.DRCT 

オーディオディスクを再生中にリモコンの AUDIO 
DIRECT キーを押してオーディオダイレクトモードに 
すると点に[します。 

7ルチチャンネル 

ML.CH 

マルチチャンネルのソースを再生すると点なします。 

ダウンミックス 

D.MIX 

再生しているマルチチヤンネルのソースび2チヤンネ 
ルへのダウン S ックス巧能なとさに点灯します。 


A.DRCT MLCH D.MIX 


(§)► PLAY キー 

ディスクを再生します。 

③ ■■ PAUSE キー 

再生を一時停止します。 

(§)■ S ス "fop キ - 

再生を停止します。 
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リアパネル（本な:背面) 


る部のを输とはたらを 



©電源コード 

コンセントに接続します。 

③ COAXIAL (同軸)デジタル音青出力端子 

お使いの AV 機器の同軸デジタル入力端テに接続しま 
す。 

③ OPT に AL (巧)デジタル音青出力端子 

お使いの AV 機器の光デジタル入力端子に接続しまず。 

④ S VIDEO 出力端子 

お使いの AV 機器の S ビデオ入力端子に接続します。 

© VIDEO 出力端子 

(コンポジット映像出力端子） 

お使いの AV 機器のビデオ入力端テに接続します。 


⑥ COMPONENT 出力端子 

お使いの AV 機器のコンポーネントビデオ入力端テに 
接続しまず。 

⑦ MIXED 2 ciT 音青出力端モ 

お使いの AV 機器のアナ□グ音声入力端子に接続しま 
す。 

( 8 ) マルチチャンネル音青出力端子 

お使いの AV 機器のアナ□グマルチチャンネル入力端 
テに接続します。 

( DD 1/ D 2 ビデオ出力端子 

お使いの AV 機器の D 1/□2 ビデオ入力端子に接続し 
ます。 


ご;ま意 

• リアパネルの端子巧にあるピンには触れないでください。放電し故障の原因となることがあ0ます。 
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る部のを敬とはたらを 


U モコン 



① AUDIO DIRECT キー 

オーディオディスク再生中、ビデオ出力をオン/オフし 
ます。 

X ベ—ジ 

③ PAGE キー 

DVD オーディオの静止画像(ページ）を切り誓えます。 

③ TOP MENU/RETURN キー 

ディスクの最初のメニュー画面を表示します。 （DVD) 
前のメニューに戻ります。 (VCD) 

④ MENU キー 

ディスクの ニュー画面を表示します。 (DVD) 

プレイバックコント□ールをオン/オフします。 

(VCD) 

⑥ ◄ ►▲▼'ENTER/OK キー 

メニュー画面などで項目を選択、変更しまず。 


⑥I◄◄キ_ 

再生中のチャプターまたはトラックを頭出しします。 

2秒]^处上押しつづけると早戻しします。 

(7) STOP( ■) キー 

再生を停止します。 

⑥ PLAY{ ►) キー 

ディスクを再生します。 

通 } SUBTITLE*— 

宇幕言語を切り督えます。 

^ アングル 

⑩ ANGLE キー 

マルチアングル(複数の角度か5映像を収録)の DVD 
ビデオ再生時にアングルを切り誓えます。 

^ 化—卜 

⑩ REPEAT キー 

チャプター、 トラック、ディスク全体を U ピート(繰り返 
し)再生します。 

(3|) A-B キー 

見たい箇所を A- 日で指定して、繰り返し再生 (A- 目I」ピート)します。 

⑩む / I キー 

本機の電源の入/待機(スタンバイ）を切り誓えます。 

@ SOUND MODE キー 

音声モード:ステレオ、バーチャルサラウンド、マルチ 
チャンネルを切り誓えます。 

スーノくーオーディオ CD を再生する隙、再生するエリア 
を切り誓えます。 

獲 ) DIMMER キー 

フ□ントパネルディスプレイの明るさを3段階で調整しまず。 

® 数字 キー 

メニュー画面などで数字を入力します。 

⑩ ON SCREEN キー 

本機のオンスク U —ン情報の表示をオン/オフします。 

频 SETUP キー 

SETUP ゾニューの表示をオン/オフします。 

©►►1 キー 

次のチャプターまたはトラックを頭出しします。 

2秒]上巧しつづけると早送り再生します。 

^ ポ—ス 

透 ) PAUSE( II ) キー 

再生を一時停止します。画像再生時はキーを巧すごとに 
フレーム再生(コマち 0) します。 

@ AUDIO キー 

音青言語やフォーマットを切り替えまず。 

J Vイブ IJ ッドスーバーオーディオ CD をち生ずる際、ち 
生するレイヤーを切り替えます。 

透 ) ZOOM キー 

映像をあ大します。 

@ SCAN キー 

各トラックやチャプターの最初の6秒程度を再生しまず。 

(g) SHUFFLE キー 

トラックを順不同で再生します。 


巨 









































準栃ずる 


接続にごいて 


接続のまえに、必ず電源コードをコンセントか5损いてくだ 
さい。 

• ご使用になる機器によっていろいろな接続方法びあ0ま 
すび、ここでは AV アンプを使用した代表的な例を紹介 
しまず。 

• 接続する機器の取扱い説明書わご参照ください。 

• 本機をビデオデッキを通してテレビに接続しないでくだ 
さい。コピーガード機能の影響で正常に再生できないこ 
とびあります。 

• 本機を AV アンプなどの PHONO 端子（レコードプレー 
ヤー接続端テ)に接続しないでくださし、。 


音青端子の接続 


デジタル入力のある機器との接続 

ドルビーデジタル、 DTS のマルチチャンネル再生を楽しむ 
には、本機の C 日 AXIAU 同軸)または日 PT に AL (光)デジタ 
ル音声出力端子と、市販のケーブルを使って、ドルビーデジ 
タル、 DTS デコーダー搭載の AV アンプに接続します。 



デジタル信号をそのまま出力するには、セットアップ方 
二:!一の「デジタル出力」を「すべて」に設定する必要びあり 
ます。詳しくは r デジタルオーディオ設定」 （21 ページ)をご 
参照ください。 


ごを意 

• デジタル接続に伽え、アナ□グ接続を巧ってくださ 
し}。 AV アンプがデコーダーを搭載していない場含、 
デジタル接続のみでは音びおなし にとがあります。 

• AV アンプ側が対応していないデジタル音声フォ~ 
マットを出力すると、強いノイズを凳したり音が出 
なかった0することがあ0ます。このよラなと走は 
ディスクの メニュー 画面か6正しい音声フ ォーマツ 
卜を選択してください。選択された音声フ ォーマツ 
卜が数秒間表示されます。 また、 AUD !0 キーを 繰 
0返し押すと、音声言語だけでなくディスクに収録 
されている音声フォー マツ トち母]り誓わる場含があ 
りまず。 

•ス ー) てーオーディオ CD の音声信号は本機の 
DIGITAL 0 U 下端子か5は出力されません。 

• ドルビーデジタル、 DTS のマルチチャンネル再生を 
楽しむには、それらに対応した AV アンプに本機を 
接続してください。 

アナログマルチチャンネル入力のある機器との 
接続 

市販の音声ピンケーブルを使って、本機のマ J レチチャンネル 
音青出力端テをアナロ 巧、 レチチャンネ J レ入力端デのある 
AV アンプに接続すると、スーバーオーディオ C □や DVD 
オーディオなどのマ J レチチヤンネ J レ音青をお楽しみいただ 
けます。 
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準擴ずる 


アナログステレオ入力のある機器との接続 

付属の音声/映像ピンケーブルを使って、本機の MIXED 
2 CH 音声出力端テを AV アンプやテレビの音声入力端モ 
などに接続します。本機の SUBWOOFER 端テにサブウー 
ファーを接続することをでさます。 



スピーカー（を） スピーカー（ち) 


映像端子の巧続 


AV アンプにビデオ出力端子びある場合、本機のビデオ出力 
(VIDE 日 （ビデオ)出力端子 、 S VIDE 日 ( S ビデオ)出力端子、 
C 日 MP 日 NENT (コンポーネント)出力端 テ、 D 1/ D 2 ビデオ 
出力端テのいずれか)を AV アンプのビデオ入力に接続し、 
次に AV アンプのビデオ出力をテレビのビデオ入力に接続 
します。これにより、 AV アンプの入力選択スイッチを切0 
誓えるだけで、 DVD レコーダー、ビデオデッキなど複数の 
機器か5伝送される映像や音声を、1台のテレビでお楽しみ 
いただけます。 



上図のよラに本機の映像出力端子を A 、 日、 C か5ひとつ選 
おして接続してください。 

A ： S VIDE 日 ( S ビデオ)出力端子 
目： VIDEO (ビデオ)出力端モ 

C ： C 日 MP 日 NENT (コンポーネント）出力端子または D 1/ 
D 2 ビデオ出力端子 

S VIDEO ( S ビデオ)出力端子 < A > 

色と輝度を分けて伝送し、一般的な映像信号(コンポジット） 
より美しい映像を再生しまず。市販の S ビデオケーブルを 
使って、 AV アンプの S ビデオ入力端テに接続してくださ 
い。 

VIDEO (ビデオ)出力端子 < B > 

一般的な映像信号(コンポジット)を出力します。付属の映像 
ピンケーブルを使用して接続します。 

COMPONENT (コンポーネント)出力端子/ 
D 1/ D 2 ビデオ出力端子 < C > 

色差信号2種類と輝度を分けて伝送し、 S ビデオよりさ5 
に美しい映像を再生します。また、プ□グレッシブ信号を出 
力でをるので、プ□グレッシブ対応のテレビを使用ずるとさ 
らに高画質な映像びお楽しみいただけまず。市販のケーブル 
を使って、 D 1 / D 2 ビデオ出力端子または COMPONENT 
(コンポーネント）出力端子 ( PR / CR 、 P 目/ CB 、 丫)に接続し 
てください。 AV アンプにコンポーネント出力端子びない場 
合、本機の出力端テをテレビのコンポーネント入力端子に直 
接接続ずることちでさます。 
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準质ずる 


リモコンに電池を入れる 


7 裏ブタのタブを押さえなが5カパーを開きまず。 
2 +と一の向さを確認して電池を入れます。 

3 フタを閉めまず。 


3 



ご;ま意 

• 電池の向さ (+/-) を正しく挿入してください。巧さを間 
違えると、液漏れの原因とな0ます。 

• 液漏れを防ぐために、消耗した電池は早めに交換してくだ 
さし1。 また長時間リヶ舰上) U モコンを使巧しないと 
さは電池を取り出し でくだすい。 

• 乾電池が液漏れした場合は、液に触れないようを意して破棄 
してください。液げ目や□に入った0皮膚についた0した場 
合は、すぐに水で洗い流し医師に相談してください。新しし、 
乾電池を入れる前に電池ケース巧をきれし 忙ぶいでくだホい。 

• 新しい電池と、一度使用した電池を混ぜて使用しないでく 
ださし1。 種類の異なる電池(アルカリとマンガンなど）を 
混ぜて使用しなし でくださし1。同 じ形状でを性能の異なる 
をのがあります。 

• 電池を廃却ずる際は、各地自ミ台団体の条例に従って処理し 
でくだをい。 

リモコンのほ用について 



0000 
〇 〇〇 
〇 〇〇 
〇 〇〇 
〇 〇 〇 


U 

U モコンで本機を操作する隙は、リモコンの赤が線送信部を本 
機の U モコン受光部に向けます。リモコン操作び可能な範囲は、 
本体から日 m 故内で正面から左ちに3日度内になります。 

ご注意 

• 水などをこぼさないよラにしてください。 

• 落としたりショックを与えたりしないでください。 

• 高温多湿の状態で長時間保管しないで < ださい。 


電源を入れる 


7 電源コードをコンセントに接続しまず。 

2 テレビと AV アンプの電源を入れまず。 

3 AV アンプの入力を切り曾え、本機 ( DVD ) を選択しま 
ず。詳しくは AV アンプの取扱説明書をご参照くださ 
い。 

4 STAND 巨 Y /0 N キーを巧して、本機の電源を入れま 
ず。 

5テレビの入力を切り替えまず。 

例えば、 AV アンプびテレビのビデオ入力端子2に接続 
されている場合はビデオ入力2を選びまず。詳し<はテ 
レビの取扱説明書をご参照<ださい。 

ィフ□ントノくネルディスプレイび点灯し、本機の情報画 
面びテレビに表示されます。 


才ートスタンバイ機能について 


電力節約のため、停止や一時停止などディスクを再生してい 
ない状態で3日分政上操作をしないと、自動的にスタンバイ 
(待機)状態になります。 

スクリーンセーパーびオンに設定されている場合 

壁紙* (停止などの状態で表示される画面)または一時停止 
時の画面び]已分間、スク U —ンセーバーび1已分間表示さ 
れたあと、スタンバイ状態になります。 

スクリーンセーパーがオフに設定されている場合 

壁紙または一時停止時の画面び3日分間表示されます。スク 
I 」ーンセーバーの設定については r スク U —ンセーバー」 

に日ページ）をご参照ください。 

半:壁紙とは 、 SUPER AUDIO C 己と DVD - AUDIO / 
VIDEO のロゴマークび表示されてし、る画面のことでず。 
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準摘ずる 


言語を設定する 


お好みの言語を設定します。ディスクを再生する隙、ここで 
選択した言語び自動的に適用されます。再生するディスクに 
選択した言語び収録されていない場含、ディスクの初期設定 
の言語び代わりに適用されます。 

メニュー言語を設定する 


な做參圏, 


一般設定ぺージ 


DVD-AUDIO 
ディスク□ック 
DIM 表示 
プ□グラム 

hWilMJ ENGLISH 

スク U —ンセーバー 中文 


スリープ 
DIVX ( R ) VOD つード 


曰本語 



7リモコンの SETUP キーを押しまず。 

2 < ►キーを押して r 一般設定ページ J を選びまず。 

3 キーを押して rosD 言語」を選び > キーを巧しま 
ず。 

4 ▲▼キーを押して言語を選び、 ENTER/OK キーで決定 
しまず。 

音青、字幕、ディスクメニューの言語を設定ずる 



7 リモコンの STOP (^) キーを2度押して再生を停止 
してか 6、 SETUP キーを押しまず。 

2 ► キーを繰り返し巧して r 環境設定べージ」を選択しま 
ず。 

g キーを押してなの項目か6ひとつを選び、 ► キーを 

巧しまず。 


r 音青設定 J 

通常使巧する音声言語を設定します。 

r き夏設定 J 

通常使用する字幕言語を設定します。 

r ディスクメニュ ー J 

メニュー表示に使用する言語を設定します。 

4 キーを押して言語を選び、 ENTER/OK キーで決定 

しまず。 

六ニュー巧の言語政がを選択したい場合、 r その他」を選 
んでか5数字キーで4巧の言語コードを入力し、 
ENTER / 日 K キーで決定します。言語コードについては 
「主な仕様」 （3] ページ)をご参照ください。 

5手順3〜4を繰り返し実行して、イ也の項目を設定しま 
ず。 


テレビ画面のサイズを設定する 


ご使用のテレビびワイドテレビ （1 目: 9) の場合、この設定を 
ずることで、ご使用のテレビに適した画面サイズで映像を楽 
しむことびできます。ご使巧のテレビび従来のサイズ (4:3) 
の場をは、この設定を変更する必要はありません。 

詳しくは 「 TV ディスプレイの設定」 (23 ページ)をご参照く 
ださし、。 


□ % ^ 讀!1 


映像設定ページ 


TV がプ^^^ ■ 



乂テ:イスプレイ 

4:3パンスキヤン 

プ□グレッシス 

4:3 レター ボックス 

画質設定 1 

S 1/ S 2 選択 一 

16:9 

一 


7リモコンの SETUP キーを押します。 

► キーを巧して r 映像設定ページ J を選びまず。 

3 キーを 押して 「TV ディスプレイ」 を 選び> キーを 
巧しまず。 

4 キーを 押して「16:9」 を 選び、 ENTER/OK キーで 
巧定しまず。 
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準備ずる 


スピーカーの 設定を調節す る 


各スピーカーの音量レベル、スピーカーと視聴位置の距離 
(センターおよびサラウンドスピーカーのみ)を調節するこ 
とびでをます。これ5の設定を調節することで、最適な視聴 
空間をつくりだすことびでをます。 


r サブウーファー J 

roNj 

サブウーファーび接続されている場合に選択します。 

rOFFJ 

サブウーファーび接続されていない場合に選択します。 


ご注意 

• これ5の設定は本機のマルチチャンネル端子から出 
力される 信号につし) てのみ有劾です。 

7リモコンの SETUP キーを押しまず。 

夕 ◄ ► キーを巧して r オーディオ設定ページ」を選びま 
ず。 

g キーを巧して r スピーカー設定 J を選び、 ► キーを巧 

しまず。 


〇必烫网ベ 



才設定ページ 


アナ□グ出力 
デジタルオーディオ 


•カニ設定 


/プサンプリング 


ナイトモード 




4 ► キーを押してヴブメニユーに入りまず。 

5 at キーを巧して次の項目か6ひとつを選び > キーを 
押しまず。 


r フロントスピーカー、センタースピー 
力一、サラウンド SPJ 

rOFFJ 

(センターおよびサラウンドスピーカーのみ） 
スピーカーび接続されていない場合に選択しまず。 

r 大 J 

12日 Hz 下の周波数信号を出力できるスピーカーを 
接続している場合に選択します。 


r スピーカー 音量 J 

各スピーカーの音量(一日 d 目〜 +6 d 巨 ） を設定します。 
初期個ま「〇服」です。 


Q 粒 

參 國 


スピーカー音量設定 




フ□ント L 

II 1 

□ CSD 

フ□ント R 


□ OdB 

センター 


□ OdB 

ヴブウーファー 


□ OdB 

サラウンド L 


□ OdB 

ヴラウンド R 


□ OdB 



r スピーカーデイレイ J 

視聴位置か5センターおよびサラウンドスピーカーま 
での時間(日 MS 〜 ] 已 MS ) を調節することで、 デイ レ 
イタイムを設定します。初期値は roMs 」 です。 


Q 狐®圈 "3 



サラウンド L C _ ]0 MS 

サラウンド R I I 0 MS 



G ィ ► キーを押して最適な時間を設定しまず。 
7 ENTER / OK キーでミ夫定しまず。 


r/jvj 

1 20 Hz 政下の周波数信号を出力できないスピーカー 
を接続している場合に選択します。 


• サラウンド スピーカーび フ□ント スピーカーよ 0を 
視聴位置か6おい場含、ディレイタイムを長めに設 
定してください。 

• 自動的にテストトーンが出ます。それを参考に、各 
ス ピーカーの設定を調節してください。 


































巧がる 


• ディスクを再生中にキーを押した際、テレビ画面に禁止 
マーク （® または X )が表示された場合、その機能は利 
用でさません。 

• ディスクによって、操作方法や操作内容が異なる場合が 
あ0まず。 

• ディスクトレイを押したり、トレイにディスクむ外のも 
のを乗せたりずると故障ずる原因となることがありま 
ず。 


基本の操作 


7本体の STANDBY / ON キーを押して電源を入れま 
ず。 

2 本体の A OPEN / CLOSE キーを巧してディスクトレ 
イを開けまず。 

3 印刷面を上にしてディスクをセツトしまず。 

4 A OPEN / CLOSE キーを押してディスクトレイを閱 
めまず。 

ィトレイを閉めると自動的に再生をはじめるディスク 
ちおります。 

ィトレイび開いた状態で ► PLA 丫キーを押すと、トレ 
イび閉まり再生を開始します。 


よく巧う機能 


政下の説明では、本体と U モコンでキーの名称び違ラ場合、 
U モコンの名称を使用しています。 

再生の一時停止 

デイスクを再生中、 PAUSE ( II ) キーを押しまず。 

イ再生び一時停止され、音び消えます。 

• PAUSE (II ) キーをもラー度押すと、次のフレームにコ 
マ送りされます。 

• PLAY (►) キーを押すと、通常の再生に戻ります。 


スキップ(頭出し） 

W イキーを押すと、再生中のチャプター/トラックの先頭 
にスキップします。 

►►1キーを押すと、次のチャプター/トラックの先頭にス 
キップします。 

• 数字キーでチャプター/トラックの番号を入力すると、 
そのチャプター/トラックにスキップします。 

• リピート(繰り返し)機能び作動中の場合、 I ◄◄キー/ 
キーを押すと同じチャプター/トラックび繰0返 
し再生されます。 

早送日/早戻し 

►►1キーを巧しつづけると、早送りになります。!◄◄キーを 
巧し続けると、早戻りになりまず。 

• キーを繰り返し巧ずと、早送り/早戻しのスピードび変 
わ0ます。 

• PLA 丫(: ►) キーを巧すと、通常の再生に戻りまず。 

再生の停止 

再生中に ST 日 P (^) キーを押します。 

• 停止した位置び記憶され、次に同じディスクを再生する 
ときには停止位置か5再生します（レジューム機能)。 

• 停止した状態でちラー度 ST 日ド（国）キーを巧すとレ 
ジューム機能び解除されます。 
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再をする 


リピート（繰り返し)、シャッフル 
(順不同）再を 


リピート (繰 日返し） 

REPEAT キーを押すたびに U ピート再生な似下のように 
変わります。 

ィ RPT 日 NE (チャプターのリピート） 

ィ RPT TT / GRP (タイトル/グループのリピート） 

ィ RPT ALL (ディスクのリピート） 

ィ RPT 日 FF (通常再生） 

-4 RPT ONE ( トラックの U ピート） 

ィ RPT ALL (ディスクのリピート） 

ィ RPT 日 FF (通常再生） 

ィ RPT 日 NE ( トラックの U ピート） 

ィ RPT FL □(フオルダーの I 」ピート） 

ィ RPT 日 FF (通常再生） 

ご;ま意 

• ビデオ CD をリピート再生ずる場含、あ5かじめプレ 
イノ r ッ クつント□-ルを解除してく だをし)。 

A-B U ピート 

チャプター/トラック内の指定した箇所を繰り返し再生で 
さます。 

7リピートを開始したい位置で A - B キーを押します。 

P リピートを絡了したい位置で A - 巨キーを押しまず。 

ィ A-B U ピート再生び始まります。 

3 A-B キーをもう一度押ずと、通常の再生に戻りまず。 

シャッフル (順 不同） 

ディスク内のタイトル/グループ/アルバムに複数のチャ 
プターまたはトラックびある場合、チャプターまたはトラッ 
クを順不同で再生でさます。 

7再生中に SHUFR_E キーを f 甲します。 

ィテレビ画面に2秒間ほど SHUFFLE と表示されます。 

2 SHUFFLE キーをもラー度巧ずと、通常の再生に戻り 
まず。 

ご注意 

•スーノ てーオーディオ CD では、選択されたエリア巧の 
トラックのみシャッフル再生でをまず。 


DVD 、 VCD 、 SVCD の各種機能 


ディスクメニューの操作 

再生中にゾニュー画面を呼び出して、チャプター、タイトル 
の頭出しや、音声、字幕の切り誓えなどびでをます。 

7 MENU キーを 押しまず。 

ィディスクのメニュー画面び表示されます。 

2 < ► ▲▼キーか数字キーで項目を選択しまず。 

3 ENTER/OK キーで決定しまず。 

4 MENU キーを押して、メニュー画面を消しまず。 

ズーム 

映像を部分的に拡大します。また、拡大画像を再生中または 
一時停止中にパン(表示箇所を移動）します。 

7 再生中に ZOOM キーを押しまず。 

ィ画面にカーソルび表示されます。 

-»◄ ►▲▼キーで拡大したい部分を移動でさます。 

ィ再生はそのまま続さます。 

2 ZOOM キーを繰り返し押して、サイズを拡大しまず。 

3 ZOOM キーを繰り返し押して、元のサイズに戻しまず。 

レジューム機能 

停止した位置を記憶して、次に同じディスクを再生するとを 
にはその停止位置か5再生します。本機はディスク ] 日枚分 
の停止位置を記憶でをます。 

7ディスク(最近再生した10枚のうちの1枚)をトレ 
イにセットしまず。 

ィ"□ー ド中"といラメッセージび表示されます。 

P "□—ド中"のメッセージ表示中に PLAY( ►) キーを 
押しまず。 

ィ前回の停止位置か5再生されます。 

3 停止した状態でもう一度 STOP(^) キーを押ずとレ 
ジューム機能が解除されまず。 
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巧がる 


テイスクメニ ューの 画面お巧 

再生中にディスク情報を呼び出して、タイトルまたはチヤプ 
ターの番号、再生経過時間、音声言語、字幕言語などをテレビ 
画面に表示することびでをます。 

と VD ク 


メニユー 

の 


01/03 

チヤプター 

01/28 

立^ sni な 
曰ド巧定 

已 .1 CH ENG 

字幕 

OFF 

ビットレート48111111111111タイトル経過時間0:00:07 , 


(表示例) 


メニュー 

の 


01/1 已 

1 タル時間 

1:10:53 

トラック時間 

0:04:28 

U ピート 

OFF 

, ビットレート 7 已 111111111111 ディスク経過時間〇 : 〇日:〇日 


(表示例) 


タイトル/チヤプター/トラックの選択 

こ DVD.A グ C り 


7 再生中に ON SCREEN キーを押しまず。 

ィディスク情報びテレビ画面に表示されます。 

P キーで、タイトルまたはチャプタ ー (DVD )' トラッ 

ク（ビデオ CD) を選択します。 

3 ENTER/OK キーを押しまず。 

4 数字キーで、再生したいタイトル、チャプター、トラック 
番号を入力しまず。 

タイム サーチ 

指定した経過時間の位置か5再生でさます。 


7 再生中に ON SCREEN キーを押しまず。 

イディスク情報びテレビ画面に表示されます。 


P キーで、タイトル時間またはチャプター時間 

(DVD) 、 ディスク時間またはトラック時間（ビデオ CD) 
を選択しまず。 

• タイトル時間とは再生中のタイトルの経過時間、チヤプ 
ター時間とは再生しているチャプターの経過時間のこと 
です。 


3 ENTER/OK キーを押しまず。 

4 数字キーで、左か 6 順に、時間 : 分 : 巧を入力しまず。 ( 例 : 
0:34:27) 


音声、字幕、アングルの選択と公) 

ディスクにその機能びある場合、ディスクに収録されて 
いる音声、字幕、アングルを切り誓えることびでをます。 


7 再生中に ON SCREEN キーを押しまず。 

ィディスク情報びテレビ画面に表示されます。 

夕キーで r 音声設定 jr 字幕設定 jr アングル」のいずれ 
かを選択しまず。 

3 ENTER/OK キーを押しまず。 

4 音声と字幕は ▲▼ キーで選択して、 ENTER/OK キー 
を巧しまず。アングルは数字キーで選択しまず。 

リピート、時囲表示 

7 再生中に ON SCREEN キーを押しまず。 

ィディスク情報びテレビ画面に表示されます。 

2 キーを押して、「リピー N または r 時間表示」を選択 
しまず。 

3 ENTER/OK キーを押しまず。 

づキーでお好みの設定を選択し、 ENTER/OK キーを 
巧しまず。 


時囲表示とジ 

ON SCREEN キーを押すたびに、表示び政下のように変わ 
0ます。 

I ~~ ► ディスク経過時間 一 ► ディスク巧り時間 ——I 
——トラック巧り時間 < トラック経過時聞<一 


DVD のる種機能 


アングルの選択 

同時に複数のアングルか日撮影したシーンを収録している 
ディスクを再生中に、お好みのアングルを選択することびで 
さます。 

ANGLE キーを繰り返し押しまず。 

音声言語/フォーマツトの選択 

複数の言語または音声フ ォー マツトを収録しているディス 
クの再生中に、音声言語やフ ォー マツトを選択することびで 
さます。 

AUDIO キーを繰0返し押します。 

字幕の選択 

SU 巨 TITLE キーを繰り返し J 甲します。 
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再をする 


ビデオ CD 、 スーパービデオ CD の 
る種機能 


トラックダイジェスト 八 D. クゾ C り 

1度に目トラックび表示され、見たいトラックを探すこ 
とびでさます。 


プレイバックコントロールの操作 

プレイバックコント□-ル ( P 巨 C ) 機能のあるビデオ CD で 
は、テレビ画面にメニューを表示させ、見たい場面や情報を 
選ぶことびでをます。 

7 MENU キーを繰り返し押して rPBC ON 」 または rPBC 
OFF 」 を選択しまず。 

ィ 「 P 日 C 日 N 」 を選択すると、テレビ画面にメニューび表 
示されます。 

ィ 「 P 日 C 日 FF 」 を選択すると、メニューび表示されずに 
最初か5再生び始まります。 

2 rPBC ON 」 を選択した場合、 W ◄キ ー /►►H 
キーまたは数字キーでメニュー項目を選択し、 ENTER / 
OK キーでミ夫定しまず。 

ィ 「 PBC 日 N 」 び選おされている場含、再生中に TOP 
MENU / RETURN キーを押ずと、ゾニュー画面び表 
示されます。 


ディスクインターバル 

ディスク全体の総時間を目等分して表示します。ディス 
ク全体から見たい場面を探すことびでをます。 

トラックインターパル 

ひとつのトラックを目つに分けて表示しまず。トラック 
巧で見たい場面を探すことびでをまず。 




(表示例) 


プレビュー機能 


7 SCAN キーを 押します。 

ィプレビューのメニュー画面び表示されます。 

2 at キーを f 甲して、 r トラックダイジェスト」、「ディスク 
インターパル」、 r トラックインターパル」のいずれかを 
選択しまず。 

3 ENTER/OK キーを巧しまず。 

ィ選択した種類のプレビュー画面び表示されまず。 


ダイジェストタイプ選が : 
トラックダイジェスト 
ディスクインターバル 
トラックインターパル 


4 < ▼キーでトラックを選択しまず。 r 選択_!のとなり 

にカーソルを移動させ、数字キーでトラック番号を入力 
ずることちでをまず。 

「トラックダイジェスト」の場合、キーで次の目卜 
ラック、 I ◄◄キーで前の目トラックを見ることびでき 
ます。 

5 ENTER / OK キーでみ定しまず。 

プレビューを終了するとをは、 ◄ ►▲▼キーを巧して 
「終了」に力ーソルを移動させ、 ENTER / 日 K キーを押し 
ます。 

プレビューのメニュー画面に戻るとさは、 ◄ ►▲▼キー 
を巧して r メニュー」に力ーソルを移動さ任 ENTER / 

日 K キーを押します。 

ィ CD の場合、停止中に SCAN キーを押すと、各トラック 
び数秒間再生されます。 
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巧がる 


DVD 才ーデイオの各種機能 


DVD オーディオはリニア PCM またはパックト PCM の 
高音質オーディオを最大日チャンネルで再生ずるために開 
発されました。最大ヴンプ U ング周波数]目 2 kHz /24 ビッ 
卜に対応しています。 DVD オーディオディスクの多くは画 
像のスライドショー機能やページ送り機能び使えます。 

• ダウン S ックス禁止処理されているディスクの再生時に 
は本機のフ□ントパネルディスプレイから 「 D . MIX 」 び消 
えます。このとを、マルチチャンネル収録のトラックは才 
ンスク U —ンメニューの「アナ□グ出力」設定に関係なく 
再生されますび 、 MIXED 2 CH 端モか日はフ□ントし R 
处がのチャンネ>1レは出力されません。 

画面ページの切日替え 

DVD オーディオディスクにはフォトギャラリー、アーティ 
ストバイオグラフィ、歌詞などび収録されているちのびあり 
ます。 

リモコンの PA 白 E キーを押すと、次の画面ページに切0誓 
わります。 

ボーナスクループの再生 

ボーナスグループび収録されたディスクびあ0ます。 ボー ナ 
スグループは4巧のノ くスワードを入力ずると再生でさま 
す。ディスクジャケットなどに記載された説明をお読み<だ 
さい。 

7 STOP キーを2度巧して再生を停止してか 6、0 N 
SCREEN キーを押しまず。 

ィテレビ画面にグループまたはトラックの U ストび表 
示されます。 

P キーを 押して ボー ナス グルー プを選び、 ENTER / 

OK キーを 巧しまず。 

3数字キーで4衍のパスワードを入力し、 ENTER/OK 
キーで選択を確定しまず。 

• パスワードを入力せずにパスワード入力画面を終了する 
には、 STOP キーを押します。 

4 ▲▼キーでトラックを選び、 ENTER / OK キーを巧しま 
ず。 

DVD ビデオモード 

DVD オーディオディスクには DVD ビデオとして再生可能 
なコンテンツびあります。 DVD ビデオコンテンツは、セッ 
トアップ;>(ニューで 「 DVD ビデオモード」を選択して再生 
します。詳しくは 「 DVD オーディオ/ DVD ビデオモードの 
選択」 （] 目ページ)をご参照くださし、。 


スーパーオーデイオ CD の 各種機能 


スーノ くーオーディオ CD の規格はダイレクトスト I 」ームデ 
ジタル ( DSD ) に基づいています 。 DSD フォー マットは] 
ビットシステムで構成されており、通常のオーディオ CD 
の目4倍のヴンプ U ング周波数を持ちまず。 

スーパーオーディオ CD にはシングルレイヤー (1 層)タイ 
プ、デュアルレイヤー (2 層）タイプ、八イブ I 」ッドタイプの 
3種類のディスクびあり、それぞれのタイプについて、高音 
質の2チャンネル音声で記録されたステレオエ I 」ア、また 
は高音質の最大6チャンネ J レ音声で記録されたマ J レチチャ 
ンネルエ I 」アび収録されています。 

• シングルレイヤータイプのディスクは、1層の HD (高密 
度）レイヤーに2種類のチャンネルエ U アび収録されて 
し、まず。 

• デュアルレイヤータイプのディスクは、2層の HD レイ 
ヤーに2種類のチャンネルエ U アを収録でをまず。2層 
あるため、シングルレイヤータイプの2倍の情報び収録 
されていまず。 

• 八イブリッドタイプのディスクは、1層の HD レイヤー 
に2種類のチャンネルエリアを収録できます。をう1層 
び従来のオーディオ CD レイヤーになっているため、通 
常の CD プレーヤーでわ再生でをます。 
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巧生する 


ディスクの再生 


7 ディスクをトレイに栗せ、トレイを閉めると自動的に再 
生が始まりまず。 

ィテレビ画面に現在の再生モードとレイヤーの再生卜 
ラック U ストび表示されます。 

ィディスクの最後まで再生すると自動的に再生び止ま 
0ます。 

2 再生を停止ずるときは、 STOP ( ■) キーを押しまず。 

ご;主貢 

•スーノ (ーオーディオ CD の再生中、アナ□グ出力の設 
定は変更でさません。 

再生モードの切日替え 

SOUND MODE キーで、 スーパーオーデ ィオ CD のレイ 
ヤーおよびチャンネルエリアを切り誓えることびでさます。 
HD レイヤー内のマルチチャンネルエ U アとステレオエ I 」 
アを切り誓えるときは 、 SOUND M 日 DE キーを押します。 

フォルダーとトラックを選んで再生するとをは、 UTF のよラ 
に操作します。 

7 ◄キーを押しまず。 

P キーでフ ォルダ ーを 選びまず。 

3 ENTER/OK キーを押します。 

づキーでトラックを選びまず。 

5 ENTER/OK キーを巧ずと、再生が始まりまず。 

八イブリッドタイプのディスクでは、 HD レイヤーび最 
初に再生されます。再生停止中に AUDIO キーを押すと 
HD レイヤーと CD レイヤーを切り誓えることびでを 
ます。 

ィ HD レイヤーび選択されているときには、 SA - CD イン 
ジケーターのみ点灯します。 

ご;主貢 

• SA - CD テキストが収録されているディスクのテキス 
卜情報は表示でさません。 


MP 3、 DivX 、 JPEG 、 コダックピ 
クチャー CD を再をする 


基本の操作 


7 ディスクをトレイに栗せ、トレイを閉めまず。 

多 < の巧び1枚のディスクに編集されているため読み 
込み時間び3日秒を超えることびあ0ます。 

ィディスク六ニューびテレビ画面に表示されます。 


2 再生が自動的に始まりまず。 

自動的に再生されなし竭合、 PLAY ( ►) キーを 押しま 
す。 



• キー/!◄◄キーを押すと、現在再生中のフオル 
ダー内にある他のトラック/ファイルを選択でさます。 

• PAUSE ( H ) キーで再生を一時停止します。 

ご注意 

• ディスクの構成や特性、録音状況などによ0、 
MP 3/ JPEG / 己 ivX / MP 巨 G -4 ディスクを再生でき 
ないことげあります。 

• 5日日ファイル於ドでひとコのフオルターを作成しで 
くだをい。 ファイル数が已〇〇を超えると、正常に 
再生でさないことがあ ります。 

• セットアップメニューの 「 MP 3/ JP 巨 G ナビ J (2 己 
ぺージつを r メニューなし J に設定した場合、ディ 
スク全体で500ファイルを超えていると正常に再 
生でさないことがあ0まず。 

トラック/ファイルの選択 


7 ▲▼キーでフォルダーを 選び、 ENTER/OK キーを 巧し 
まず。 

夕キーでトラック/ファイルを選択しまず。 

3 ENTER / OK キーで決定しまず。 

ィ選択したファイルか5再生び始ま0、フォルダーの最 
後まで再生します。 

リピート(繰日返し） 

ピクチャー CD / MP 3 ファイルのメニューびテレビ画面 
に表示されているとさに、 IJ ピート再生びでさます。 
REPEAT キーを押すたびにリピート再生び^(下のように 
変わります。 

ィフォルダー； フォルダー内のすべてのファ 

イルを再生します。 

ィシングルリピート；ひとつのファイルを繰り返し 
再生します。 

ィフオルダーリピート：フォルダー内のすべてのファ 
イルを繰り返し再生します。 
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巧がる 


ピクチヤー CD、JPEG の各種機能 


ピクチャー CD は JPEG フオー マッ トの画像を集めたをの 
でず。すべてのファイル名の拡張子び" JPG " になっている 
ことを確認してください。デジタルカメラやスキャナーなど 
か日取り込んで、コンピューターで CD に記録した画像を 
本機で再生でさます。 

7画像ディスク（ピクチャー CD 、 JEPG ) をトレイにセッ 
卜し、トレイを閉めまず。 

ィコダックピクチャー CD の場合、テレビ画面にスライ 
ドショーび表示されます。 

ィ JEPG の場合、テレビ画面にディスクメニューび表示 
されます。 

2 PLAY (^ ) キーを押して、再生しまず。 


画像の ズーム 

7 再ち中に ZOOM キーを押します。 

ィ画面にカーソルび表示されます。 

• ◄ ►▲▼キーで拡大したい部分を移動でさます。 

2 ZOOM キーを繰り返し押して、サイズを J 広大しまず。 

3 ZOOM キーを繰り返し押して、元のサイズに戻しまず。 

画像の回お 

再生中、▲▼イ ► キーで画像を回転でさます。 

▲:画像を垂直に反転します。 

▼:画像を水平に反転します。 

◄:画像を反時計回りに回転します。 

►:画像を時計回りに回転します。 


プレビュー機能 ( JPEG ) 

現在再生中のフオルダーまたはディスク全体の内容を表示 
します。 

7 再生中に STOP ( ■) キーを押します。 

ィテレビ画面に12枚の画像び表示されます。 



• 画像び12枚上ある場合、次のプレビュー画面を見る 
とさはキーを押し、前のプレビュー画面を見ると 
さは!◄◄キー押しまず。 

► ▲▼キーでお好みの画像を選び、 ENTER / OK キー 
を押して再生を始めまず。ページ下の ssm を選択ず 
ると、ページの始めの画像か6再生しまず。 

3 menu キーを押ずと画像再生が終わり、ディスクメ 
ニューに戻りまず。 


画像の切日替え効果 

ANGLE キーを巧すたびに、切0誓え効果を変更でさます。 

JPEG と MP 3 の同時再生 


7 最ネ刃に MP3 ファイルを再生しまず。 

ィテレビ画面にディスクメニューび表示されます。 

2 MP3 のトラックを選択しまず。 

3 MP3 再生中に画像を選んで PLAY( ►) キーを巧し 
まず。 

ィ MP 3 の音声再生はそのまま続さ、画像び順に切0誓 
わ0ます。 

4 MENU キーを押ずと画像再生がおわり、メニュー画面 
に戻りまず。 

5 STOP( ■) キーを押して MP3 の再生を停止しまず。 
ごを意 

• ディスクの構成や特性、録音状況などにより、コ 
夕'ックピクチャー CD や JPEG ディスクを正常に再 
生でさなし ) ことがありまず。 
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を外アツプメ ニユー 


本磯の初期設定をお好みにあわせて変更したり、便利な機能 
を設定でさます。 


-般設定メニュー 


7 SETUP キーを押しまず。 

ィテレビ画面にセットアップメニユーび表示されます。 

な做烫圈 

I —般設定ページ 
DVD -AUDIO 
ディスク□ック 
DIM 表示 
プ□グラム 
OSD 言語 
スクリーン セーバー 
スリープ 

DIVX ( R ) VOD つード_ 


各 ◄ ► キーで一般設定メニューアイコンを選巧し、 ▼ 
キーでメニューページに入りまず。 

キーを押して、変更したい設定項目を選択しまず。 
ィ選択した項目巧にさ5に設定項目びある場合、 
ENTER / 日 K キーまたは ► キーでサブメニューに入 
り、キーで変更したい設定項目を選択します。 

3 ENTER/OK キーを押して、選択をミ夫定しまず。 

4 SETUP キーをもう1度巧ずと、セットアップメ 
ニュー画面び消えまず。 

ィ設定完了です。電源を切ってわ設定は保をされます。 

DVD 才ーディオ/ DVD ビデオモードの選択 

DVD 才ーディオディスクによっては通常の DVD プレー 
ヤーで再生可能な DVD ビデオコンテンツび入っている場 
合びあります。これを再生するには 「DVD ビデオモード」を 
選巧します。 

TDVD 才ーデイオモード J 

DVD オーディオを通常再生するとさに選択します。 

FDVD ビデオモード J 

DVD ビデオコンテンツを再生ずるとさに選択しまず。 

ご注意 

• DVD オーディオディスクが再生されているとさは、 
DVD - AUDIO インジケーターが点灯します。 

• 「 DVD ビデオモード」を選択ずると、 DVD-AUDIO 
インジケータが消えまず。 


ディスクロック 

ディスクごと（最大4日枚まで）に□ックをかけることびで 
をます。 

r □ック J 

現在本機に入っているディスクを□ックします。この設 
定をしたあとにディスクを再生したいときは目巧のパ 
スワードを入力して設定を変更してください。パスワー 
ドの初期設定は日日日日日日です。詳しくは r ノ くスワード 
変更」 (26 ページ)をご参照ください。 

r □ック解除 J 

現在本機に入っているディスクの視聴制限を解をます。 
設定後はパスワード入力なしで再生でをます。 

□ IM 表示 

本機のフ□ントパネルディスプレイの明るさを調節します。 
映画視聴時など気になる場合に暗くすることびでをます。 

noo%j 

ちっとち明る<なりまず。 

r 7 o%j 

中間の明るさです。 

r 400 /oj 

ちっとち暗くな0ます。 

プログラム再生（ピクチャー CD 、 MP 3 を除く） 

プ□グラムを作成すると、トラックやチャプターをお好みの 
順番で再生することびでさます。最大2日トラックまで設定 
巧能です。 

「プ□グラム」の「入カメニュー」を選択し、 ENTER / 日1<キー 
を巧します。 

ィプログラム設定画面び表示されます。 
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せ外アツプメ ニユー 


プログラムの入力 

7 ◄►キーでプ□グラムの順番を選がしまず。 

2 数字キーでプ□グラムしたいトラック番号を入力しま 
ず。 

ィ DVD の場合は、まず TT にタイトル番号を入力し、次 
に►キーで CH に移動してチャプター番号を入力し 
ます。 

-410 トラックし^(上プ0グラムする場合は、户^1キーを 
巧すか、 ► キーで「次へ」を選択してか5 
ENTER / 日 K キーを押して次のページを表示します。 

3続けて選ぶには手順1、2を繰り返しまず。 

ご;ま意 

• プ□グラムを選}尺した状態で PLAY キーか巨 NT 巨 R / 
OK キーを押ずと、入力番号げ解驗されます。 

プログラムの削除 

7 ▲▼◄►キーで削除したいプ□グラムを選択します。 

P ENTER / OK キーまたは PLAY キーを巧しまず。 

プログラムの再生 

7 ◄►キーで r 開始 J を選択しまず。 

P ENTER / OK キーを押します。 

プログラムメニューの終了 

7 ◄►キーで r 終了 J を選択しまず。 

P ENTER / OK キーを押しまず。 

ィプ□グラムメニュー画面び消えます。 

プログラム再生の停止 

再生中に STOP キーを押しまず。 

イ PLAY キーを巧ずと通常巧生になります。 


OSD 言語 

セットアップメニューや、テレビ画面に表示させるメニュー 
の言語を変更することびでさます。詳しくはレ< ニュー言語 
を設定する」 （] 日ページ)をご参照ください。 

スク U - ン七ーパー 

スク I 」ーンセーバーのオン/オフを設定します。 

roNj 

再生を停止または一時停止した状態で15分 L ツ上経過 
したとをにテレビ画面びスク IJ ーンセーバーに変わ0 
ます。 

rOFFJ 

上記の状態でちスク I 」ーンセーバーになりません。 

ス U - プタ斗マー 

還おした時間び経過ずると、本機びスタン (イモードになる 
よ5設定びでさまず。 

ns 分 " 30 分 " 45 分 jrso せ J 

それぞれの時間び経過すると、スタンバイモードになり 
ます。 

rOFFJ 

ス IJ ープ機能は稱除されます。 

□ ivX ® VQ □登録コ-ド_ 

DivX ® VO □(ビデオ'オンデマンド)サービスを利用してビ 
デオを賃借または晴乂するための登録コードを表示します。 
詳しくは www.clivx.com/vQd. をご覧ください。本機で再 
生するには、 PC で CD - R にダウン□ー ドします。 

「 DivX ( R ) V 0 D コード」を選おすると登録コードび表示さ 
れます。 

• ニュー画面に戻るには、 ENTER / OK キーを押します。 

ご注意 

• DIvX ® V 日 D からダウン□-ドしたビデオは本機で 
のみ再生巧能です。 

• DivX を再生やはタイムサーチ機能が使えません。 
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を外アツプメ ニユ— 


音青設定メニュー 


7 SETUP キーを巧しまず。 

ィテレビ画面にセットアップメニューび表示されます。 

〇做參圆ジ 

I オーディオ設定ページ ] 

アナ□グ出力 
デジタルオーディオ 
スピーカー 設定 
アップサンプリング 
ナイ ト モード 



夕 ◄ ► キーで音声設定メニューアイコンを選択し、 ▼ 
キーでメニューページに入りまず。 

キーを押して、変更したい設定項目を選択しまず。 
ィ選択した項目巧にさ5に設定項目びある場合、 
ENTER / 日 K キーまたは ► キーでサブメニューに入 
り、キーで変更したい設定項目を選択しまず。 

3 ENTER / OK キーを押して、選択をミ夫定しまず。 

4 SETUP キーをもう1度巧ずと、セットアップメ 
ニュー画面び消えまず。 

ィ設定完了です。電源を切ってわ設定は保存されます。 
(ただし、アナ □ グ出力とアップヴンプ U ングの設定 
は保存されません。） 


アナログ出力設定 

ご使用の AV アンプにあわせて、アナ□グ出力のタイプを選 
択でさます。 

r ステレオ J 

この設定では、マルチチャンネル音声信号はステレオ （2 
チャンネル)にダウン S ツクスされまず。音声信号はフ 
□ントスピーカー、サブウーファーから出力されまず。 

r パーチヤルサラウンド J 

サラウンドスピーカーを使用せず、擬似的にサラウンド 
チャンネルを再現します。スーパーオーディオ CD には 
無効でず。 

r マルチチヤンネル J 

アナ□グマルチチャンネル入力端子 (6 CH INPUT ) のあ 
る AV アンプを使巧ずる場合に選択します。この設定で 
は、 DTS 、 ドルビーデジタル曰.1チャンネルを本機でデ 
コードします。また、2チャンネルソースの DVD ビデ 
才、ビデオ C □、音楽 CD のドルビープ□□ジックをデ 
コードし、マルチチヤンネル化します。 


ごを意 

. アナ□グ出力設定は、ディスク読み込み後に変更で' 
さます。 

デジタルオーディオ設定 

ご使用の AV アンプにあわせて、デジタル出力のタイプを選 
おでさます。 

デジタル出力 
rOFFJ 

デジタル端子から音声信号を出力しません。 

r ずべて J 

本磯のデジタル出力端テに、マルチチャンネルデコー 
ダーを搭載した AV アンプを接続しているとをに選択 
します。 

FPCM のみ J 

ご使用の AV アンプびマルチチャンネルデコーダーを 
搭載していない場をに選択します。 

LPCM 出力 

出力するリニア PCM 信号のサンプ U ング周波数を選 
おします。ヴンプ U ング周波数び高いほど、音質は良く 
な0ます。 

本機のデジタル出力端テに、リニア PCM 対応の AV ア 
ンプび接続されている場を、設定の変更び必要になるこ 
とびあ0ます。 

r 48 KHzJ 

サンプリング周波数び 48 kHz で収録されているディ 
スクを再生しまず。サンプ U ング周波数び日目 kHz で収 
録されているディスクのデジタル信号は 48 kHz に変 
換して出力されます。 

r 96 KHzJ 

ヴンプ U ング周波数び9目 kHz で収録されているディ 
スクを再生します。著作権保護のためディスクに 
96 kHz の高音質信号の出力を防止する処理びされてい 
ると、音声は出力されません。 


• 9目 kHz 出力は「アナ□グ出力設定」が「ステレオ」 
に設定されているとさのみ有効でず。 

スピーカー 設定 

各スピーカーの音量レベル、スピーカーと視聴位置の距離を 
調節します。詳しくは r スピーカーの設定を調節する」 （1] 
ページ)をご参照ください。 


21 











せ外アツプメ ニユー 


CD アップサンプリング 

音楽 CD を高いヴンプ U ング周波数に変換し、音質を向上 
させます。アップサンプ U ングを有効すると、本機は自動的 
にステレオモードに切り誓わります。 

rOFFJ 

CD アップサンプ U ングを無効にしまず。 

[88.2 kHz(X2)J 

才 U ジナルの2倍のサンプリング周波数に変撰します。 

[176.4 kHz{X4)J 

才 U ジナルの 4 倍のヴンプ U ング周波数に変換しまず。 

ご;ま意 

• C 己アップサンプリングはアナ曰グ端子から出力され 
る音声信号にのみち効でず。 

ナイトモード 

この設定をすると、大さな効果音などは控えめに再生され、 
かすかな音は聴を取ることびでさる程度に大さくして再生 
されます。深夜にアクション映画などを視聴するとさに便利 
です。 

roNj 

ナイトモードになります。この機能はドルビーデジタル 
モードの映画にのみ有効です。 

roFFj 

通常の再生にな0ます。 


映像設定 メニュー 


7 SETUP キーを押しまず。 

ィテレビ画面にセットアップゾニューび表示されます。 


〇多感涵^3 


映像設定ページ 


TV タイプ 
TV ディスプレイ 
プ□グレッシブ 
画質設定 
S 1/ S 2 選択 



2 < ►キーで映像設定メニューアイコンを選択し、 ▼ 
キーでメニューページに入りまず。 

キーを押して、変更したい設定項目を選択しまず。 
ィ選択した項目巧にさ5に設定項目びある場合、 
ENTER/ 日 K キーまたは ► キーでサブメニューに入 
り、キーで変更したい設定項目を選択します。 

3 ENTER / OK キーを押して、選択を決定しまず。 

4 SETUP キーをもう1度押ずと、セットアップメ 
ニュー画面が消えまず。 

ィ設定完了です。電源を切ってち設定は保をされます。 

TV タイプ 

本機から出力ずる映像方式を 「NTSCJrPAU 「マルチ」から 
選巧できます。日本国内では通常、初]期設定の 「NTSC」 を変 
要する必要はありません。 
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rPALj 

PAL ち式のテレビをご使用の場合に選択します。海がで使 
用されている映像信号ち式のひとつです。 NTSC 方式で収 
録されたディスクは PAL に変換して出力されまず。 

FNTSCJ 

NTSC 方式のテレビをご使用の場合に選択します。曰本 
国内の映像信号方式は NTSC です。 PAL 方式で収録さ 
れたディスクは NTSC に変撰して出力されます。 

r マルチ J 

マルチシステムテレビ （PAL/NTSC 両システムに対 
応)をご使用の場合に選択しまず。ディスクに収録され 
たとお0の信号を出力しまず。 

ごま意 

• テレビ設定を変更ずる前に、ご使用のテレビげその 
システム に対応してし、ることを確認してください。 

• ご使巧のテレビが選択されたフオーマットと互換性 
びない場合は画像が乱れますび、1已秒程度で自動 
的に回復します。 



TV ディスプレイの設定 

本機に接続しているテレビのサイズにあわせて、設定を変更 
します。 

r 4:3 パンスキヤン J 

ワイドではないテレビをご使巧の場合に選択してくだ 
さい。ワイドの映像を再生すると、縦は画面いっぱいに、 
横は左ちびカットされた状態で見えまず。 

[4:3 レターボックス J 

ワイドではないテレビをご使巧の場合に選択してくだ 
さい。ワイドの映像を再生すると、画面の上下に帯び 
入った状態で見えます。 

ri 6：9 j 

ワイドテレビをご使用の場合に選択してください。 


セットアップメニユー 


TV ディスプレイの設定とテレビの映像表示について 

ご使用のテレビび従来のサイズ (4:3) の場合 


本機の設定 

テレビの映像表示 

4:3 

1 ♦ 

1氏9①ソフト 1 t 

*1 

パンスキヤン 

i • 

4:3のソフト 1^^ 



4:3 

1&日のソフト 


レターボックス 

i • 

4:3①ソフト 1^^ 




ご使用のテレビび （ 1目: 9) の場合 


本機の設定 

テレビの映像表示 

1旺9 

1巨:9のソフト 1 

♦ ♦奔 



4。。ソ7卜1 


1 


牛つ 


*];/ じ/ス キャンでの再生が指定されてし)ないソフト 
は、レターボックスで再生しまず。 

*2; お使し、のテレビによって、映犧が左ちに引を俾ばされ 
る場合は、テレビの画面ちード設定をご確認<ださい。 

プログレッシブ 

本機の COMPONENT VIDE 日 （Y、 Pb / Cb 、 Pr / Br および 
D1/D2) 端子はプ□グレッシブ信号を出力でをまず。プ〇 
グレッシブ対応のテレビで再生することで、高密度でち5つ 
走のかない高品質な画質び楽しめます。 

rOFFJ 

プ□グレッシブ出力しません。 

roNj 

プ□グレッシブ出力します。 

ごミモ意 

• テレビ側をプ□グレッシブ対応してし、るかご確認ください。 
• コンポーネントビデオまたは D 端デを接続してください。 


一部のプ□グレッシブ(日 2 日 P および目 2 日 P) 入力対応のテレ 
ビ(プ□ジェクター)は本機と完全な互換びとれていないたが、 
プ□グレッシブ再生時に画像に乱れび生じる場合びありまず。 
その場合には、プ□グレッシブ機能をオフにして再生してください。 

なお、本機と互換びあるヤマ八の機器は下記のとおりです。 
DPX-1 ]日日、 LPX- 已] 0 
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せ外アップメニユ ー 

画質設定 

色調を自分の好みや再生ソースに合わせて調整でさます。 

r 標準 J 

標準的な画質にな0ます。 

r 明るい J 

画像びよ0明る < 映し出されます。 

r ソフト j 

画像びよ〇柔5かく映し出されます。 

r ^— ソナル J 

明るさ、コントラスト、色彩、カラーの画質調整びできま 
す。 

これを選択すると、テレビ画面に;ニューび表示されま 
す。 



▲▼キーを巧して、次のメニューから変更したい項目を選択します。 

r 明るを J 

◄ ►キーで、画像全体の明るさを調整でさます。「日」び平 
均的な明るさです。 

r コントラスト J 

◄ ►キーで、明暗の強弱を調整でさます。「日」び平均的な 
つントラストです。 

r ち刹 

◄ ►キーで、色合いを調整でをます。「日」び平均的な色彩です。 

r カラ ー J 

◄ ►キーで、色のレベルを調整でをます。「日」び平均的な 
カラーです。 

S 1/ S 2 選択 

本機の S ビデオ出力端子は、 S1 機能 (4:3 に圧縮されたワイ 
ドソフトを自動的に1目:9のサイズに戻して再生）と S2 機 
能巧]に加え、レターボックスのソフトを自動的にワイド画 
面いっぱいに再生)に対応しています。ご使用になるテレビの 
S ビデオ入力端子にあわせて設定を変更してください。 

巧り 

S または S1 ビデオ入力端子に接続するとさに選択し 
て < ださし、。 

rs2j 

S2 ビデオ入力端子に接続するときに選択してください。 


擇境設定 


7 STOP (^) キーを2度 f 甲して、再生を停止しまず。 

2 SETUP キーを巧しまず。 

ィテレビ画面にセツトアップメニューび表示されます。 



3 < ►キーで音声設定メニューアイコンを選択し、 ▼ 
キーでメニューページに入りまず。 

キーを押して、変更したい設定項目を選択します。 

ィ選択した項目内にさ5に設定項目びある場合、 
ENTER/ 日 K キーまたは ► キーでサブ;ニューに入 
り、キーで変更したい設定項目を選おします。 

4 ENTER / OK キーを押して、選択をミ夹定しまず。 

巧 SETUP キーをもう1度 f 甲ずと、セットアップメ 
ニュー画面が消えまず。 

ィ設定完了です。電源を切ってち設定は保存されます。 

音声、字幕、ディスクメニュー言語 

音声言語、字幕言語、ディスクメニュー言語をそれぞれ設定 
することびできます。詳しくは信声、字幕、ディスク; 

ニュー言語を設定する」をご参照ください。 

巧お制限 

視聴制限レベルの設けてある DVD (ディスクのジャケット 
などに表示びありまず)では、お子様び視聴するのに適さな 
いシーンびある場合、ディスク全体または特定のシーンに視 
聴制限をかけることびでさます。8段階のレベル設定びあ0 
ますび、国によって制限レベルび異な0ます。 

「視聴制限」を選択すると、し:1下のメニューび表示されまず。 
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せ外アップメニユ ー 


巧巧制巧を巧効に設定するには 

手順3で「レベル8」を選択します。 

レベル1 一7にごいて 

数値びルさいほど視聴制限は厳しくなります。例えばレ 
ベル日に設定した状態でレベル目のディスクを再生し 
よラとすると暗証番号入力画面になります。シーンごと 
にレベル設定されているディスクな5ば、そのシーンを 
とばすか、代誓シーンび収録されていればそれを再生す 
ることわでをます。 

ご注意 

• ビデオ CD 、 スーパー ビデオ CD 、 CD 、 スーパー 
オーディオ CD や海賊版 DVD などに視聴制限をか 
けることはでさません。 

• ディスクのジャケットに表示びある場含でち、レべ 
ルげつード化されてし、なしすこめに、視聴制限機能び 
効かないことがあ りまず。 

PBC (プレイバックコント□—ル） 

プレイバック再生を「日N1」または 「OFF」 にできます。この機能 
はビデオ CD を日にのみ有効です。詳し<は「プレイバック〕 
ント□ールの操作」 （ 1日ページ）、「プ□グラム再生(ピク 
チャー CD、MP3 を除く)」 （1 目ページ)をご参照ください。 

MP 3 /JPEG ナビ 

MP3 ファイルや JPEG 画像を再生するとさに、再生方法 
の操作画面を表示するかしないかを設定でさます。 

r メニューなし J 

操作画面を表示せず、すべてのファイルを自動的に再生 
します。 

r メニューお oj 

操作画面を表示し、お好みのフアイルを選んで再生しま 
す。 


VR フォーマットのディスクを再生ずる 

7 セットアップメニユーで「オリジナルリスト」または 
「プレイリスト J を選択しまず。 

2 SETUP キーを押して、セットアップメニューを終了し 
まず。 

3 play ( ►) キーを押しまず。 

ィ選択したタイトルの再生び始ま0ます。 

VR フォー マットのプレビ ユー 

4再生中に SCAN キーを押しまず。 

5「タイトルダイジエスト J または「タイトルインターパ 
ル」を選択しまず。 


ダイジェストタイプ還お: 
タイトルダイジェスト 
タイトルインターパル 


Q ENTER/OK キーでみ定しまず。 

[■タイトルダイジェスト J 

1度に目タイトルび表示され、見たいタイトルを探すこ 
とびでさます。 

• 「オリジナル U スト」を選択した場合、実隙に記緑されて 
いるタイトルび表示されます。 

• 「プレイリスト」を選択した場合、プレイリスト内のすべ 
てのタイトルび表示されます。 

r タイトルインターパル J 

再生中のタイトルの内容を等間隔で分割して表示しま 
す。1度に日つの画像び表示され、タイトル全体か5見 
たい場面を探すことびでをます。 

再生中のタイトルび短い場合「タイトルダイジェスト」 
機能に切0誓わ0ます。 


VR フォー マットの再生 

VR (ビデオレコーディング)フォーマットには、ディスクに 
実際に記録される"才 U ジナル"と才 U ジナルを元に編集し 
て作成される"プレイI」スト"といラ2種類のタイトルびあ 
ります。この設定は、 VR フォーマットに対応していない 
ディスクでは選択でをません。 

[■オリジナルリスト J 

実際に記録されているタイトルを再生します。 

[■プレイリスト J 

才I」ジナルを元に編集して作成されたタイトルを再生 
します。プレイ U ストび作成されていない場合は選択で 
さません。 



(表示例) 


7イキ—でタイトルを選択しまず。 r 選択_!のとなり 
にカーソルを移動させ、数字 キーで タイトル番号を入力 
ずることちでをまず。 

►►1キーで次の目タイトル」◄◄キーで前の6タイトル 
を見ることびでさます。 


2已 









8 ENTER / OK キーで決定しまず。 

• プレビューを終了するときは、 ◄ キーを押して「終 

了」に力ーソルを移動させ、 ENTER/ 日 K キーを巧しま 
す。 

• プレビューのメニュー画面に戻るときは、 ◄ ► ▲▼キ ー 
を押して r メニュー」に力ーソルを移動させ、 ENTER/ 

日 K キーを押します。 


デフオルト 

セットアップメニューの設定(パスワードし^列0を工場出荷 
時の初期値に戻すことびでさます。 

7 「デフオルト J メニューで r リセット J を選択しまず。 

P ENTER / OK キーで決定しまず。 

ィすべての設定び初期値に戻ります。 


パスワードのを更 

r ディスク□ック」と r 視聴制限」で使用する目 t 行のノ くスワー 
ドを設定します。工場出荷時のパスワードは日日日日日日で 
す。 

7 r パスワード J メニューで「変動を選択しまず。 



P ENTER / OK キーを押します。 

ィパスワード変更メニューび表示されます。 


古いパスワード 
新しし、パスワード 
パスワード確認 



0K 


3 数字キーで現在の(古い)パスワードを入力しまず。 

• はじめてこの設定をおこなラと对ま、日日0 00日を入力 
します。 

パスワードを忘れてしまったときは、日日日000を入力 
します。 

4新しし、パスワードを入力しまず。 

巧もう1度新しいパスワードを入力しまず。 

S ENTER /0 K キーで決定しまず。 

ィ新しいノくスワードの登録完了です。 
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放障かな？と思ったら 

使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認くださぃ。下記 ly 夕'^で異常が認め5れた場 
合や、対処しても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントか5巧いて、お買い上 
げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 


症巧 

巧ミ夫方法 

電源が入 S ない 

一電源プラグがしっかりと差し込んであるかご確認ください。 

一 本機の STANBY / 日 N キーを押して電源を入れます。 

映像び出ない 

一正しいビデオ入力を選択してくださし、詳しくはテレビの取 
扱説明書の参照 < ださい。 

ーテレビのスイッチび入っているかご確認ください。 

-本機の COMPONENT VIDECKY ' PB / CB ' PR / BReWDl / DS ) 
端テを接続した状態で映像び出な くなったら 、な下の操作をしてく 
ださい。 

1. 本体の AOPEN / CLOSE キーを巧して、トレイを開けます。 

2. 1」モコンの◄キーを押しまず。 

3. ANGLE キーを巧します。 

映像が歪む 

一本機で再生でをるディスクかご確認ください。（「再生でをる 
ディスク」 （3 ページ)参照） 

ーディスクに巧れびある場合は拭いてください。 

-歪みびひどい、または白黒になる場合、 NTSC / PAL の設定び 
ご使用のテレビとあっていないことびあります。 （「 TV タイ 
プ」 （22 ページ)参照） 

一映像び左ちに伸びる/縦長になる、および字幕び切れる場合、 
画面サイズの設定びご使用のテレビとあっていないことびあ 
ります。 （「 TV ディスプレイの設定」 （23 ページ)参照）また 
は、ご使用のテレビの画面モード設定をご確認ください。 

音が出ない、または重む 

一接続したアンプやテレビのボ U ュームを調節してください。 

ースピーカーび正しく接続されているかご確認ください。 

デジタル端テか S 出力される音声信号び 
再生されない 

ーデジタル端テの接続をご確認<ださい。 

一お使いのアンプび、選択している音声フォーマットに対応し 
ているかご確認ください。対応していない場合は音声フォー 
マットを切り替えるか、オーディオ設定メニューの r デジタル 
出力」を PCM ONLY に設定してください。 

一選択した音声言語のフォーマットびご使用の AV アンプと 
あっているかご確認ください。 

ディスクげ再生でさない 

- DVD + R / DVD + RW / DVD - R / DVD - RW / CD - R / CD-RW の 
各ディスクはレコーダーでフアイナライズしなければ再生で 
をません。 

ーディスクのラベル面び上になっているかご確認ください。 

-ディスクび破損している可能性びあります。別のディスクを 
再生してみて < ださい。 

一画像や MP 3 を収録したディスクの場合、少なくとち日〜 

10枚の画像か3〜已曲のトラックび記録されているかご確 
認ください。 

一本機で再生でをるディスクか U —ジョンコードをご確認くだ 
さい。 （「 DVD ビデオの U -ジョンコードについて」 （3 ぺ一 
ジ)参勵 
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议廣かな？と思ったら 


症巧 

腰夫方法 

ディスクを取り出してちネ刀期画面 
(SUPER AUDIO CD、DVD AUDIO/ 
VIDEO と YAMAHA □ゴが表示されて 
いる画面）に戻5ない 

一本機の電源を一度切ってから再度電源を入れてください。 

本機びリモコンに反応しない 

一本機正面のセンサーに向けてください。 

一距離を近づけてみてください。 

一電池を交換してください。 

一電池のち向び正しいかご確認ください。 

キーび働かない 

一本機を U セットするために、電源コードを抜いて約10砂後 
に再度電源を入れて<ださい。 

再生中に操作できない機能びある 

ーディスクによって操作でをない機能びあります。ディスクの 
ジャケット等にある説明もご覧ください。 

テレビ画面に表示されるメニュー項目を 
選択でをない 

-セットアップメニューに入る前に、 STOP キーを2度押して 
再生を停止して < ださい。 

ーディスクによっては選択でをないメニュー項目びあります。 

DivX の映像を再生でをない 

- DivX ファイルが DivX バージョン己 .X の" Home Theater" 
モードでエンコードされているかご確認ください。 

DivX の映像を再生してち音び出ない 

一音声コードび本機に対応していない可能性びあります。 


28 










アスぺクト比: ブラウン管など画像の縦横の比率のこと 
をアスぺクト比といいます。通常のブラウン管は3対 
4、ワイドテレビなどは9対1目となっています。 

アナ□グ: デ~夕び時間的または空間的に連続して変化 
する量で表されていることをアナ□グといいます。アナ 
□グ端子は左ち2つのチャンネルから音声を出力しま 
す。 

映像化力端モ: DVD プレーヤーの背面にある端子で、 
テレビに映像を出力します。 

音青出力端子: DVD プレーヤーの背面にある端子で、 
テレビ、ステレオなど他の AV 機器に音声を出力しま 
す。 

コンポーネント出力端子: DVD プレーヤーの背面にあ 
る端子で、コンポーネントビデオ入力端子旧/ G / B 、 Y / 
PB / PR など)のあるテレビに高画質な映像を出力しま 
す。 

映像信号を、輝度を表す Y 信号と色を表す PB / CB 信号 
および Pr / Cr 信号の3系統に分け、それぞれの信号を 
独立して伝送するため、色をより忠実に再現でをます。 

サラウンド： U スナ~の周囲に複数のスピ~力~を配置 
することで、3次元の音場効果を生み出すシステムをヴ 
ラウンドといいます。 

巧昭制限: 青 少年に好ましくないディスクや場面の視聴 
を拒否するたがに、 DVD ビデオに組み込まれた機能で 
す。 

スーパーオーディオ CD : 高密度なデータび記録され 
た音楽 CD で、高音質な音声の再生が巧能です。スー 
パーオーディオ CD には、シングルレイヤー、デュアル 
レイヤー、ノレ r プリッドレイヤーの3種類のタイプがあ 
ります。八イプリッドタイプのディスクには、従来の音 
楽 CD データとスーパーオーディオ CD データの両方 
が記録されています。 


タイトル、チャプター : DVD ビデオは、いくつかの大さ 
な区切り（タイトル）と小さな区切り（チャプター）に分 
けられています。それぞれの区切りの番号を、タイトル 
番号、チャプター番号と呼びます。 

ディスクメニュ ー ： DVD に音声、字幕、アングルなどの 
情報が収録されている場合、テレビ画面にそれ6のメ 
ニューが表示されます。 

デジタ J レ： デ~夕がち限巧の数値で表されていることを 
デジタルといいます。仁日 AXIAL (同軸）または 
日 PT に AL (制デジタル端子は複数のチャンネルから音 
声を出力します。 

ドルビーデジタル： ドルビ~デジタルは、完全に独立し 
たマルチチャンネル音声を再生でさるデジタルヴラウ 
ンドシステムです。全帯域の音声成分を持つフ□ントの 
3チヤンネル（フ□ント L / R 、 センター)と、サラウンド 
のステレオ2チャンネル、低音域専用の LFE チャンネ 
ルの合計已 .1 チャンネルで構成されます。サラウンドが 
ステレオ2チャンネルで収録されているため、音の移動 
感、木々のざわめをや波の音などの繊細な環境音を明確 
に再現できます。 

ビットレート： 1 秒間あたりのビット量のことをビット 
レートといいます。アナ□グ音声信号をデジタル信号化 
する際に、音の大ささを数値化するとをのをめ細かさを 
量モ化ビット数といい、これが大をいほど音の大舌さの 
変化ををめ細かく再現でさることになります。 

プレイパックコント□—ル： ビデオ C 。 やスーパービ 

デオ CD に記録された信号により、再生をコント□ール 
することができます。プレイ八ックコント□ール 
ニューをテレビ画面に表示させると、見たい場面や情報 
を選ぶことができます。 

プレイリスト： VR フオーマット対応のディスクで、才 
U ジナルを元に編集して作成したタイトルをプレイ U 
ストといいます。 
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プログレッシブ： ] 画面のすべての走査線を、1度に表 
示する走査方式です。走査線を奇数段、偶数段にわけ、交 
互で表示するインターレースに比べ、ち6つ去のかな 
い、滑6かな画像を映し出すことがでさます。 

7ルチチヤンネル： 出力される音域や特性によって区 
別された音声の種類をチヤンネルといい、 3 チヤンネル 
政上で構成されている場合、マルチチヤンネルと呼びま 
す。 

U — ジョンコード： 映画上映前の地域に DVD ビデオが 
出回 6 ないことを目的に、 DVD に組み込まれた仕組み 
です。世界を目つに地域に分割し、それぞれの地域に割 
0当てた1〜日のコードを U —ジョンコードといいま 
す。 DVD プレーヤーとディスクのリージヨンコードが 
一致しないと再生できないよラになっています。 


PCM ： MP 3 形式のよラにアナ□グ音声信号を圧縮せ 
ずに、そのまま符号化して録音、伝送する方式です。 
Pulse Code Modulation の略で、デジタル信号をパル 
スの符号にして変調記録するといラ意巧です。音楽 CD 
や DVD オーディオの録音方法などで採用されていま 
す。 

S ビデオ端子： DVD プレーヤーの背面にある端子で、 S 
ビデオ入力端子のあるテレビに映像を出力します。映像 
信号を、輝度を表す Y 信号と色を表す C 信号に分けて 
伝送するたが、より美しい映像で録画、再生をお楽しみ 
いただけます。 

VR (ビデオレ〕ーデイング)フオーマット： 録画時に 

ファイルと時間の位置を対応させる情報をディスクに 
記録するため、録画後に編集が巧能です。 VR フオーマツ 
卜対応のプレーヤでのみ再生巧能です。 


DivX 3.1 1/4x/5x: DivXNetw 曰 「 k, Inc が開発し 
た、映像や音声データを圧縮/伸張するプ□グラムで 
す。高画質のままファイル容量をルさくすることがでを 
ます。 DivX 形式に映像を変換したり、作成したファイル 
を再生したりするには、 DivX 対応コーデックが必要で 
す。 


DTS ： Digital Theater Systems の略で、をくの映画 
館で採用されている最大已 .1 チヤンネルのサラウンド 
システムです。情報量が多いたが、 IJ アルな音響効果が 
得6れます。 


JPEG : 画 像圧縮アルゴ U ズムを制定する目的で設立さ 
れた団体（」 日 int Ph 日 t 日呂 raphic Codin 呂 Experts 
Group) によって策定された、静止画像を 1 日分の！〜 

1日曰分の1に圧縮する巧術です。風景や写真データな 
どを圧縮するのに効果的です。 

MP 3: 高圧縮で高品質な音声デ~夕圧縮技術です。 
Motion Picture Experts Group 1(MPEG DAudio 
Layer 3 の略で、 MPEG1 と MPEG2 の音声圧縮で使 
われています。 CD 品質のデジタルヴウンドデータを約 
1日分の1に圧縮でをます。 
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まな仕様 


対応ディスク 

レーザー 


DVD ビデオ 

タイプ 

半導体レーヴー GaAIAs 

DVD オーディオ 

波長 

曰己 Onm ( DVD / SA - CD ) 

ビデオ CD 、 スーパービデオ CD 


780 nm ( VCD / CD ) 

CD 

出力 

7 mW ( DVD / SA - CD ) 

スーパーオーディオ CD 


lOmW ( VCD / CD ) 

ピクチャー CD 

ビーム広びり目日度 


CD - R 、 CD-RW 
DVD + R . DVD+RW 
DVD - R 、 DVD-RW 


ごま意 

この取扱説明書に記載されてし ) る似がの調節や操作 
は有害な放射を引さ起こず可能性があ りまず。 


ビデオ部 

出力信号 

ビデオ ] Vpp (7 已 0) 

S ビデオ Y :] Vpp (7 已 0) 

C :0.3 Vpp (7 已 0) 
コンポーネントビデオ 

Y : 1 Vpp (7 已 0) 

Pb/Cb Pr / Cr : 0.7 Vpp (7 已 0) 
D 1/ D 2 Y : 1 Vpp (7 已 0) 

Pb/Cb Pr / Cr : 0.7 Vpp (7 已 0) 

才ーディオフォーマット 











CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE1 PRQDUKT 
LUOKAN 1 LASERLAITE 

KLASS 1 LASER APPARAT 
PRQDUIT LASER DE CLASSE 1 







クラス 1 レーザー製品 



ドルビーデジタル、 DTS 出力 
PCM 16.20, 24ビット 

サンプ U ング周波数44丄 48. 9目 kHz 
MP 3 24. 32,已6, 64, 96. 128, 2己目 kbps 
サンプ U ング周波数1目，22.日已，24, 3ミ 
44. 1,48 kHz 

WMA 32 kbps - 1 92 kbps , mono , stereo 

アナ□グステレオ出力 


オーディオ特性 


DA コンバーター 24ビット 

S/N 比 （ IkHz ) 11日 d 巨 

ダイナミックレンジ （1 kHz ) 1日日 d 巨 
DVD ヴンプ U ング周波数 96 kHz 

サンプリング周波数 48 kHz 
SVCD ヴンプ U ング周波数 48 kHz 

サンプリング周波数 44. 1 kHz 
CD / VCD ヴンプ U ング周波数 44.1 kHz 
全高調波歪率 （1 kHz ) 0.003% 


2 Hz 〜 44 kHz 
2 Hz 〜 22 kHz 
2 Hz 〜 22 kHz 
2 Hz 〜 20 kHz 
2 Hz 〜 20 kHz 


CAUTION: 

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN 

DO NOT STARE INTO BEAM 

DANGER: 

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN 


AVOID DIRECT EXPOSURE TO THE BEAM 

ノ 



総合 


寸方(幅 X 高さ X 奥行さ) 
質量 

電源電圧/周波数 
消費電力 
待機時消費電力 


43已 X 310 X 已 ] mm 

約を6 K 夏 

100 V 、已曰/ 60 Hz 


約 ]4 W 
IWl ^ の^ 


仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびあります。 
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言語コードー覧 


アイスランド 

7383 

アイマラ 

呂已8吕 

アイルランド 

71巨己 

アゼルパイジャン 

已已90 

アツサム 

已已83 

アフアル 

巨已巨已 

アフ U カーンス 

呂已70 

アプバジア 

巨已巨已 

アム八ラ 

已已77 

アラビア 

已已82 

アルバニア 

8381 

アルメニア 

7289 

イスピアク 

737已 

イタ U ア 

7384 

イデイツシユ 

8973 

インター IJ ングア 

73巨9 

インター IJ ングア 

73巨己 

インドネシア 

73巨8 

ウェールズ 

6789 

クオ□フ 

8779 

ウクライナ 

8已7己 

ウスぺク 

8已90 

ウルドゥー 

8已82 

英語 

6978 

ェストニア 

6984 

エスペラント 

6979 

才 一IJ ヤ 

7982 

オランダ 

787巨 

才□モ 

7977 

カザフ 

7已7已 

カシミール 

7已83 

カタ□ニア 

巨7巨已 

カンナダ 

7已78 

カンボジア 

1ろ11 

か」チア 

717巨 

韓国（朝鮮)語 

7579 

キニャルワンダ 

8287 

キルギス 

7589 

ギリシャ 

巨97巨 

クルド 

7已8己 

ク□アチア 

7282 

グアラニー 

7178 

グジャラト 

718己 

グリーンランド 

7已7巨 

グルジア 

7已巨己 

ヶチュア 

818已 


ゲール(スコットランド） 

7168 

コーサ 

扫872 

コルシカ 

色779 

サモア 

8377 

サンゴ 

8371 

サンスクリット 

扫3呂已 

シヨナ 

扫378 

シンド 

扫368 

シン八ラ 

8373 

ジャヮ 

748巨 

スウェーデン 

838巨 

スペイン： Castilian 

白983 

ス□バキア 

扫37己 

ス□ベニア 

扫37巨 

スワヒ U 

8387 

スンダ 

838己 

ズールー 

908己 

セルビア 

扫382 

ソマ U 

扫37吕 

タイ 

扫472 

タガ□グ 

847巨 

タジク 

8471 

タタール 

8484 

タミル 

扫46己 

チェコ 

色783 

チベット 

扫67吕 

中国語 

9072 

ツオンガ 

8483 

ティグ U ニア 

8473 

テルグ 

扫46吕 

デンマーク 

白86已 

トク斗 

扫487 

トルクメン 

847己 

トルコ 

8482 

トンガ 

8479 

ドイッ 

扫869 

ナウル 

78呂已 

曰本語 

74呂已 

ネパール 

7869 

ノルウェー 

786巨 

ノルウェー 

7879 

八ウサ 

726已 

A ンガ U — 

728已 

バシキール 

色66已 

パスク 

曰98己 

パシュト 

8083 


パンジャブ 

8065 

ヒンディー 

7273 

ビスラマ 

巨色73 

ビ八ール 

6672 

ビルマ 

7789 

フィジー 

7074 

フィンランド 

7073 

フエ □— 

7079 

フランス 

7082 

フ IJ ジア 

7089 

ブータン 

巨890 

ブルガ U ア 

色白71 

ブルターニュ 

巨扫82 

プ□バンス 

7967 

へブライ 

7269 

ベトナム 

8色73 

ベ□ルシア(白□シア） 

巨色已9 

ベンガル(バングラ） 

巨白78 

ペルシャ 

706已 

ポーランド 

8076 

ポルトガル 

8084 

マオ U 

7773 

マヶドニア 

777己 

マダガスカル 

7771 

マライ(マレー） 

7783 

7ラッタ 

7782 

マラヤーラム 

777已 

マルタ 

7784 

モルダビア 

7779 

モンコル 

7778 

ヨルバ 

扫979 

ラオ 

7白79 

ラテン 

7曰已己 

ラトビア（レット） 

7色86 

U トアニア 

7684 

IJ ンガラ 

7白78 

ルーマニア 

8279 

レ h □マンス 

8277 

□シア 

8吕8己 

ヴオラピユック 

8色79 


32 









































































































































ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ ホットラインサービスネットワークは、本機をホ 7 をく、安むしてご愛巧いただくためのをのです。 
サービスのご依頼、お問いをわせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ AAV 製品の煤能や取日扱いに関するお Pd いをわせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ お客様ご相談センター 

(を国共通） 査 a ® 0570-01-1808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (0 己 3) 460-34 已 9 
干 430-86 已〇静岡県おお市中お町 1 0-1 

受付日：月〜±曜日禍日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:00〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ八 AV 製品の修埋、ヴービスパーツに関ずるお巧いをわせ 
■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
(を国共通） 査 S ® 0570-012-808 

全国どこからでも巿内通話料金でご利用いただけまず。 

FAX (0 已 3) 4巨 3-1 127 

受付曰：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜曰目:0日〜19:00 ±曜曰日:日日〜17:30 

修理お持ち込みな口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間： 9:0日〜17:4己 

化海道 干 064-8 日43札幌巿中央区南1日条西] T 目] -50 
ヤマ从センター内 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平和島目1 -] 

京浜トラックターミナル内14号棟冉-已 F 
FAX (03) 已7巨 2-2] 2已 

お松 干43已 -00 1巨ミ兵松巿和田町200ヤマ；、 ㈱ 饰田エ攝内 
FAX (0 已 3)462-9244 

をち屋 干4日 4-0 □已8名ち屋市中川区玉川町 2 T 目 1-2 
ヤマ从(株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (0 已 2)6 已 2-0043 

大阪 〒已64-。□己2吹田市広芝田 : n 0-28 
才ーク江坂ビルディング2 F 
FAX (0 巨)6330-已已3己 

九州 干81 2-8 已08福岡市博を区博を駅前 2 T 目]1 -4 

FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰から1年間でず。 

♦ 保話期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ击ます。詳しくは保記 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ざているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる堤合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管 i 里費等び含まれています。 

卽品巧 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯ずる 

部材等を含む堤合ちあります。 

出張料 製品のある焉所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最恆保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修巧 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご巧頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
<ださい。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知らせ<ださい。 
《品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品でず。尚、修理はスピーカーユニット交換となりまずので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場をびあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおずすめしまず。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ j V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリユームコント□-ル、スイッチ • U レー類、接続端テ、ランスベルト、 
ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このぺージは、ま全にご使巧いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 




ホ年ご使用の製品の点検を！ 

、 

口 

覆情点検 

こんな症状はありませんか？ 

♦ 電源コード•プラグび異常に熱い。 

♦ コダ < さい臭いびする。 

♦ 電源コードに課いキズか変形びある。 

♦ 製品に触れるとピ U ピ U と電気を感じる。 
♦ 電源を入れてを正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 

畢 



ずぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源プラグをコンセントから抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費巧は販売店にご相談ください。 
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